






要約:施設入院療法を要した難治性気管支喘息児を対象に、入院治療による心理的改善を

描画テストで検討し、またその度合が気管支喘息に及ぼす影響も検討した。まず心理的変

化では 95%で生きがい度が向上していた。心理的変化がよく改善した群とその他の群に分

け比較検討したところ、重症度の改善に差はなかった。呼吸機能の改善は心理的変化の度

合とは一致しなかったが、心理的改善は薬物への依存度を軽減させる傾向を認めた。総合

治療としての施設入院療法の評価を症状の抑制という面のみならず、患者の心身の成長の

観点から行うことも重要である。


